


ベネッセ教育総合研究所 第6回幼児の生活アンケート [2022年]



子育ての悩みや不安の相談先について

令和6年度埼玉県県政サポーターアンケート 第268回簡易アンケート

 子供を育てていて「︖」に思うことはどんなことですか︖また、子育ての「︖」を
どのように解決しようと思いますか︖
（資料を見て、気がついたことなどもメモしてみましょう。）



ベネッセ教育総合研究所　乳幼児の生活と育ちに関する調査[2024年]



こども家庭庁 事故防止ハンドブック（令和７年３月版）
ページの詳細は二次元コードからご覧になれます。

 私たちは、大人の目線で生活しています。ところが、世の中にはさまざまな目線でさまざまな
世代が共生して暮らしています。子供の目線にワープ。そのまま身の回りの世界を見てみましょ
う。いろいろな発見があるはずです。おもしろそうなこと、不思議なこと、怖いこと、それから
危ないことなど…。



２人一組に分かれて、体験しましょう。ロールプレイで、保護者役と
子供役と両方の目線の高さを体験します。
体験で気づいたことを書いておきましょう。

②子供の身長のまま、大人を見るとどのように見えますか︖

③大人の身長で、子供を見ると、どのように見えますか︖



 みなさんは、高さ75センチの世界から、何が見えましたか︖ なんだか不思議な世界
でしょう︖
 見慣れない風景に、もっと見たいなと思いませんでしたか︖
「見慣れない物」、「めずらしいもの」に子供は魅力を感じると言われています。（大
人ももちろん同じですが。）赤ちゃん実験で、見慣れないものに赤ちゃんがより注目す
るという研究結果も報告されています。
見慣れないものを見ると、「もっともっと」を言うのが子供です。
 おもしろいもの、わくわく・どきどきするものへの飽くことな
い探求が子供の世界のおもしろさです。
そのために、大人にしてほしいこと︕
 「一緒に楽しむこと」です。そして大人の予想をこえたチャレ
ンジもしますので、「目を離さないようにすること」です。
 つまり、子供の成長には、
 子供の目線から、子供の成長を、わくわく・どきどきしながら
支えてくれる大人の存在が、大切になります。



政府広報オンライン「ご注意くだい︕窓やベランダからのこどもの転落事故」を加工して作成
（右グラフは、令和２年から令和６年までの東京消防庁管内で発した事故の累計データです。）

 子供の転落事故は、一人で歩きはじめる１歳から２歳か
ら増え始め、３歳から４歳で最も多くなっています。
 ３歳から４歳の頃は、好奇心や自我が芽生え、興味本位
で何でもしたがり、走ったり登ったり活発な動きができる
ようになりますが、まだ危険かどうかを判断することが難
しく注意が必要です。
 また、こどもが窓枠や出窓に座って遊んでいるときに網
戸が外れて転落、ベランダで遊んでいるときに置いてあっ
た物を足場にして手すりを乗り越えて転落、保護者が１階
にいるときにこどもが２階から転落など、こどもだけで遊
んでいるときに多く発生しています。

資料

 大人の目線の高さに慣れて生活していることで起きる危険もあります。大人が歩きタバコ
で手にもっているタバコの火は、実は持ち歩いている幼児の顔の高さにあたります。実際に
事故が報告されています。耳をやけどさせられた、ほおをやけどさせられたなど、１件、２
件ではありません。
 子供が自分でこの危険を回避することは難しいもの。大人自身が、子供が育つ環境に配慮
することが必要ですね。
 目の高さだけでなく、「相手の立場に優しくなる」というのが、共生社会への第一歩なの
かもしれませんね。



それぞれの立場になって考えてみましょう。
① あなたがよしきくんだったらどんな気持ちでしょうか。
② では、お母さんはどのような気持ちでしょうか。
③ 順番を待っている友だちなら、どのような気持ちでしょう。また、どうしますか。 

 ブランコは子供たちみんなが大好きな公園の乗りもの。いつも４つあるブランコは子供でいっ
ぱい。そして、待っている子供たちがたくさんいます。
 ブランコが大好きな子供たちも、ずっと乗っていたいのですが、みんなの道具ですし、次の子
供が待っているのです。やはり、順番を教えていくことが必要になります。とはいえ、スムース
に子供に応じるはずは、ないのです。

 ある秋の日。さくら公園のブランコの乗り場で、よしきくん、かなこちゃん、まさこちゃん
ゆうたくんがブランコに乗って遊んでいました。みんなもうすぐ３歳になる子供たちです。
 ブランコの近くには、次に乗りたくて待っている子供たちがたくさんいました。それぞれ、
並んだり、砂場の方でこちらをちらちら見たりしながら、待っていました。
 さて、かなこちゃんもまさこちゃんもゆうたくんもお母さんに言われて、ブランコをしぶし
ぶ次の友だちにゆずりました。
 ところが、よしきくんは「絶対いやだあ。」と言って、ゆずりません。次に乗りたい子供た
ちもじーっと見つめて待っていますが、「ぼくが先だから。」と言ってゆずりません。
 おかあさんは、困ってしまいました…



① エピソードのような場面で、困った経験はありますか。

② エピソードの場面で、もしあなたがお母さんならどうしますか。

③ 現在、あなたが「しつけ」として「困っていること」はありますか︖

④ グループ内で「順番で遊ぶこと」「順番で楽しむ遊び」について話し合ってみましょう。



 まず、子供の行動に、ここまでは目をつぶるけどこれ以上はだめだよ、と枠を教えること。
このとき、その枠は大きく大きく設定することがコツです。
 もう一つは、あいさつや言葉遣い、起きる時間や寝る時間、食事の仕方、歯みがき、お片
づけなど気持ちよくくらすためのマナーと習慣という「型」を教えていくことです。
 本来、これらはどちらも楽しい行為です。枠があるということは、その範囲内では自由に
行動できるということでもあります。また、今までできなかったことが、一つ一つ自分にも
できるようになっていくことは、子供にとって誇らしいことであり、よろこびです。



子供の社会性の発達から見る遊びの分類

 「順番を守る、ルールを守る」大人には、大変なことではありませんが、子供が守るよう
になるためには、いくつかのステップが必要です。ルール理解のために必要な力…。

ひとり遊び︓ひとりで遊ぶ。他の子供に影響されずに遊ぶ。０歳〜１歳ころ



埼玉県青少年課　埼玉青少年の意識と行動調査（令和３年度）
満10歳から満14歳が対象

 子供の成長とともに、親や保護者など、子供に関わる周囲の大人の悩みは変わります。
そこで、家族の中でのそれぞれの役割について考えます。
 また、子供からみた「あなた」の姿についても、考えてみましょう。



① グラフをみて気づいたことはなんですか。

② あなたが小・中学生だった頃のことも思い出してみましょう。

③ 寂しいとき、不安なとき、あなたが小・中学生ならだれに相談しますか︖

④ 上記①〜③に記入したことをもとに、グループで話し合ってみましょう。



埼玉県青少年課　埼玉青少年の意識と行動調査（令和３年度）
を基に作成

埼玉県青少年課　埼玉青少年の意識と行動調査（令和３年度）



内閣府「国民生活に関する世論調査」（令和６年）

 令和６年の調査では、家庭の機能、役割はさまざまですが、休息・やすらぎの場
そして家族の団らんの場と捉えています。

休息・やすらぎの場 61.8%

家族の団らんの場 60.2%

家族の絆を強める場 42.9%





第６回 幼児の生活アンケート（2022年 ベネッセ総合教育研究所）



＜市町村の相談機関など＞
　●各市町村の保健センター
　●各市町村の児童福祉担当課、家庭児童相談室
　　　子育てなど、子供についての相談に応じています。
　●各市町村の社会福祉協議会
　●ファミリー・サポート・センター
　　育児の援助を受けたい人（依頼会員）と育児の応援をしたい人（援助会員）が、お互い会員となって一時的に
　　子供を預かる会員組織です。
　●子育て支援センター
　　地域における子育て支援の中核的施設である保育所に設置された「子育て支援センター」では、子育てに関す
　　る不安や負担感を解消するための相談や情報提供などを行っています。
　●こども家庭センター
　　市区町村の母子保健機能と児童福祉機能が一体的に妊産婦や子育て家庭への相談支援を行い、早期から切
　　れ目のない包括的で継続的な支援を実施することを目的としています。

＜身近な相談者＞
　地域には、子育ての悩みなど身近に相談できる児童委員、主任児童委員、母子愛育班員、家庭教育アドバイザー
　などがいます。
　●児童委員（民生委員と兼務）、主任児童委員
　　児童委員は、担当する地域の子供と妊産婦の福祉に関し、相談に応じるとともに、県福祉保健総合センターや
　　福祉事務所、児童相談所と連携を図り、次のような仕事をしています。

　・担当地域の子供に関する状況の把握
　・保護や指導を必要とする子供の発見・通告、子供とその家庭の調査・指導
　・里親制度のＰＲ、里親申込希望者の発見
　・「子ども会」など児童健全育成活動への援助

　　主任児童委員は、子供に関する事項を専門的に担当し、地域を担当する児童委員と一体となって活動します。
　　児童委員、主任児童委員には守秘義務が課せられtていますので、相談の秘密は守られます。

　●母子愛育班員（埼玉県支部（母子愛育会埼玉県支部））
　　愛育班活動とは、健康づくりを目標にした住民自身による活動です。
　　妊産婦、乳幼児死亡の減少を目標に地域ぐるみで取り組んだ活動から、現在は、地域に住むすべての人を対象
　　にして、健康で住みよいまちづくりを目指し、行政とともに訪問活動などを展開しています。その活動する人
　　を母子愛育班員と言います。
　　なお、母子愛育班員は、活動の中で知った個人や家庭の事情を、他の人に話しません。

　●埼玉県家庭教育アドバイザー
　　家庭の教育力の向上を図るとともに、子育て中の親を支援する目的で養成している。
　　「親の学習」講座等のファシリテーターとして、学校や公民館などへ派遣している。
　　

４８

① 知っていたこと ② あらためて知ったこと





 共働き共育ての家庭が増えてきました。子育てとの両立には、喜び・楽しみとともに不安や悩み
もでてきますが、家庭と職場で生きている親の姿は社会人としての生き方を子供に伝えていくこと
にもなります。今日はそういった「働きながらの子育て」を話し合ってみましょう。



第６回幼児の生活アンケート（2022年 ベネッセ教育総合研究所）



第６回幼児の生活アンケート（2022年 ベネッセ教育総合研究所）



 4歳のとおるくんのパパたくやさんは、3歳のかけるくんのパパかずきさんと近くの子育て支援センター
に遊びにきました。元気に庭で遊んでいた子供たちでしたが、三輪車の取り合いが始まりました。
「あっ、ぼくが使っているからだめ︕だめだってば取らないで︕」
と、とおるくんは叫びながらかけるくんをたたいています。
「とおる︕なにをやっているんだ。やめなさい︕」
急いでかけよるたくやさん。かけるくんは大きな声で泣き出しました。
「とおる︕またなのか︕謝りなさい。ごねんよ、かけるくん。三輪車使っていいよ。とおるは大きいの
だから、たたいたらいけないよ。謝りなさい︕ごめんね、かずきさん。」
ついに、とおるくんまで手足をばたばたさせて、大きな声で泣き出してしまいました。かずきさんは、
「たくやさん、気にしなくていいですよ。かける、大丈夫だよな。えらい、もう泣いていないね。
強いね。いい子だね。」
とかけるくんの顔を優しくのぞきこみました。

たくやさん

かずきさん

たくやさんはどのように対応したらよいでしょう。グループで話し合ってみましょう。

 子供が成長していく過程の中「ほめられること」「叱られること」で、その行為が「よいこと」なの
か「いけないこと」なのかを学んでいきます。しかし、その効果や方法を考える間もなく感情にまかせ
て怒ってしまった・・・ということはありませんか。
 今回は、「ほめることと叱ることの意味」とその「効果的な方法」を考えてみましょう。



かずきさんの対応はどうですか、話し合ってみましょう。

家庭教育振興協議会「ハンドブック」
（家庭教育振興協議会 事業部 2012.2.19発行）



ベネッセ教育総合研究所
乳幼児の保護者のライフキャリアと
子育てに関する調査報告書[2023年]

① グループの話し合いの中で、参考になった意見はありましたか。

② みなさんの話を聞いて感じたこと、気づいたことは何ですか。







ベネッセ教育総合研究所
第6回幼児の生活アンケート レポート[2022年]



バターン・・・︕
玄関のドアの閉まる音が聞こえました。しょうたくんが登校したようです。
今朝も「行ってきます。」は言わないで・・・。
わたしが、ふと机の上を見ると、しょうたくんの手さげかばんが残されていました。
しょうたくんは、今日も何か忘れ物をしたようです。
「いったい、今日は何を忘れたの︖」
気になって中を見てみました。
「しょうたは忘れ物が多い、困ったな・・・。どうすればいいのだろう。」

あなたなら、どうしますか︖











 ある日の夜、残業のため少し帰りが遅くなりました。部活動を終えて帰宅したＡさんは、
スマホを見ています。
親︓「ただいま。遅くなってごめん。すぐご飯の支度をするよ。」
子︓「おかえり。洗濯物、入れておいたよ。」
親︓「ありがとう。」

＊リフレーミング辞書は次ページを参照







埼玉県青少年課「埼玉県青少年の意識と行動調査」（令和３年）

（＊メール、ＳＮＳ、ゲーム、動画視聴含む）

 テレビやテレビゲーム、スマートフォンなどのメディアは、私たちの日常にあふれています。子供たちに
とって、こうしたメディアとの長時間の接触は運動不足や睡眠不足、人との対面でのコミュニケーション不
足を招くことになります。子供の成長に及ぼす影響を、親が学び具体的に子供にどう向き合っていったらよ
いかを考えます。



資料１

「子どもの生活と学びに関する親子調査」2015～23年
  をもとにした子どもの幸せ時間～調査結果からわかること
（東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所による共同実施 2024.2）



資料２

左の資料をもとに考えてみましょう。

① 左の資料を見て、気がついたことや感想を
  書いてみましょう。

② グループで話し合ってみましょう。

文部科学省「学校保健統計調査」（令和6年度）

青少年の保護者向け普及啓発リーフレット（令和３年１月版）





㋐ 道路にごみをポイッと投げ捨てる子に無関心な親
㋑ 動物園の入場で、長蛇の列の中で、じっと並んでいる子をほめる親
㋒ 近所の人に挨拶ができた子に、「えらかったね」と声かけをする親
㋓ レストランで席から離れ、食器で遊んでいる子に注意をしない親
㋔ 病院の待合室で、子供がぐずりはじめ泣きやまないのに、平気な顔でスマートフォンを
  操作している親
㋕ 横断歩道で、手をつなぎ手を挙げてわたる親子
㋖ その他（                          ）

【事例】







文部科学省ホームページより

資料２ 子育てについて、人に言われて嬉しい言葉

資料１ 家庭教育について

埼玉県家庭教育振興協議会研究・調査部（2025）埼玉県乳幼児家庭教育調査報告書 埼玉県家庭教育振興協議会

注）赤色は動詞、青色は名詞、黄緑は形容詞、単語の大きさは出現頻度を表す。


